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学校 

  今月半ばで春学期の授業が終了しました。中間テストとは異なり、期末テストは基本的

に対面式で行われました。教科によってはボリュームのあるテストもありましたが、ト

ルコで受ける最後のテストになると思うと、少し寂しい気持ちにもなりました。これか

ら長めの夏休みに入るので、ほとんどの生徒は自身の故郷や実家に帰るそうです。 

 

 

生活  

  帰国をすぐに控えていたので、思い残しの無いように日々を過ごしました。お気に入り

のレストランやカフェに何度も行ったり、思う存分お土産を買ったり、現地でできた友

人などにも最後に会ったりすることができました。友人や知り合った方々には、日本か

ら持ってきたお土産を渡したのですが、逆にお手紙やプレゼントなどもいただき、改め

てトルコの人のあたたかさを感じました。日本に行きたいと言ってくれている友人もい

るので、いつか日本で再会できる日を楽しみにしています。 

 

 

終わりに 

  今月で、約９ヶ月間のトルコでの留学が終わりました。留学中は９ヶ月は長いとずっと

思っていましたが、いざ帰国してみると意外に短かったようにも感じています。初めて

のトルコへの派遣ということで、情報の少ない中で留学開始となりましたが、この留学

を通して、言語や精神面、視野や価値観など、自分自身の成長を感じることができまし

た。現地では言語や文化をはじめ、ビザや学校内の手続きなど、知らないことや慣れな

いことばかりで、大変苦労をしました。共にトルコへ来た日本人の友人たちや、現地で

出会ったトルコ人の友人たちの力や優しさなしでは、この留学は乗り越えられなかった

と思うので、改めて感謝を伝えたいです。また、貴重な留学の経験を与え支えてくれた

家族や、大学の先生方にも心から感謝しています。トルコは日本人にとってはあまり馴

染みのない国かもしれませんが、人も文化も、とてもあたたかく素敵な国で、自分にと

って大切な場所になりました。最後に、トルコで撮ったお気に入りの写真で、トルコの

良さが少しでも伝われば嬉しいです。 

 

 

 



 

 


